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「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ ＡＣＴ ２０２７」の概要①（全体像）

◼ 4月より新中期経営計画「THE MUTUAL ACT 2027」がスタート

◼ 強固な自己資本を裏付けとしたリスク・テイクによる優れた収益性のさらなる向上を図る「運用と保険、両輪での成長
に向けた取組み」と、「お客さま」「地域・社会」「職員」との共感・つながり・支えあいの深化に向けた「ステークホルダー
別の取組み」の２つの柱で構成

◼ これらの取組みを徹底的な差別化で推進し、経営ビジョン「お客さま満足度No.1の生保会社となる」の実現を目指す

職員

お客さま満足度Ｎｏ.１の生保会社となる

経営ビジョン

あらゆる分野で差別化を徹底的に追求する経営戦略

地域・社会お客さま

運用 保険

両輪での成長

共感・つながり・支えあいの深化

運用と保険、
両輪での成長に向けた取組み

ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ ＡＣＴ ２０２７

Ⓒ 2025 SANRIO CO., LTD. APPROVAL NO. 
L654635

ステークホルダー別の取組み
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※１ 標準責任準備金積立負担を除く ※2 富国生命内部モデル ※3 2017年度加入の主力商品に係る代表的な契約

経営指標 2027年度末

1 基礎利益(※1)  1,200億円

2 自己資本  1兆2,000億円

3 ＥＳＲ（※2）  安定的に200～230％を維持

4 配当（※3）  10年累計配当金＝保険料2年分

運用と保険、両輪での成長に向けた取組み

⚫ 「お客さま」「地域・社会」「職員」の各ステークホルダーが当社に
期待する姿をイメージし、右図のコンセプトとテーマのもと
若手職員を中心としたボトムアップでCS（お客さまの満足）・
ES（職員の満足）が連動して向上する施策に取り組んでいく

ステークホルダー別の取組み

⚫ 「相互会社としての使命」である配当還元の加速を図るためには、
成長し利益を上げていくことが必要。当社は、これを海外保険
会社の買収や他業態への進出ではなく国内生保事業に集中し、
強固な自己資本を裏付けとしたリスク・テイクにより実現

⚫ 特に、プロテクションギャップのカバーを最重要課題として取り
組み、契約高ベースの純増（保有純増）を目指す

運用

保険

⑤保有純増
保険収支の向上

基礎利益
④プロテクション
ギャップをカバー

②利差益の
さらなる向上

①自己資本を裏付け
としたリスク・テイク

③保険収支の向上に
資する投資

⑥配当還元の加速
職員への還元

「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ ＡＣＴ ２０２７」の概要②（経営指標等）



➢ ご加入時の丁寧な説明とご加入後の

アフターサービスの徹底により、新契約

高は増加、解約・失効高は減少。営業

純増額（新契約高－解約・失効高）は

３倍※3と大きく進展

➢ 富国生命とフコクしんらい生命2社合算

の保有契約高は、2008年度の開示

以来、上半期として初めて反転増加

◆業界最高水準の自己資本比率

✓ 自己資本は493億円増加※1、自己

資本比率は14.9％

✓ 9月に米ドル建劣後債7億米ドル

（1,032億円）発行

⇒発行スプレッドは本邦保険会社の米ドル建

劣後債として過去最低を更新

◆安定した利差益が確保できる

利益構造の構築

✓ 国内の超長期金利の上昇をふまえ、

外国公社債を売却しつつ超長期債を

大幅に積増し

✓ リスク・テイク余地を活かした株式や

オルタナティブ資産の積増し

◆利差益は5年連続※2過去最高を更新

✓ 利息及び配当金等収入は、9.2％

増※3と過去最高を更新
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「ＴＨＥ ＭＵＴＵＡＬ ＡＣＴ ２０２７」の進捗と成果

◆死亡・第三分野・貯蓄の総合保障による

提案

◆魅力的な貯蓄性商品の提供

✓ 業界最高水準の予定利率で一時払

終身保険の販売を再開

◆職員の処遇改善

✓ お客さま満足度向上に資する給与

体系に変更し、お客さまアドバイザー

の給与を引上げ

◆お客さまに必要な保障額を提供

✓ 貯蓄性商品にご加入後、保障性商品

にもご加入いただいた件数は6.4％

増加※3

✓ 必要保障額をわかりやすくご説明

する取組みの徹底により、お客さま

一人当たりの保障額は9.8％増加※3

し、新契約高の増加に寄与

①自己資本を裏付けとしたリスク・テイク

②利差益のさらなる向上

→Ｐ9

③保険収支の向上に資する投資

④プロテクションギャップをカバー
⑤保有純増・保険収支の向上

※1 前年度末比 ※2 2021年度以前は現行基準で算出 ※3 前年同期比

→Ｐ7

→Ｐ10

→Ｐ6

◼ 「運用と保険、両輪での成長に向けた取組み」を推進し、着実に成果が出ている

→Ｐ6

⑥配当還元の加速・職員への還元

➢ １４年連続の増配、継続的な職員の

処遇改善に向けて、引き続き「THE

MUTUAL ACT 2027」を推進

→Ｐ8
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２０２５年度上半期報告のポイント

標準責任準備金積立負担を除いた基礎利益は過去最高を更新

◼ ２社合算の保険料等収入は前年同期比2.5％増加、基礎利益は8.6％減少、

 経営指標である標準責任準備金積立負担を除いた基礎利益は過去最高を更新

◼ 利回りの高い円貨建公社債への入替えを推進し、リスク・リターン効率が最適となるポートフォリオのもと、利息

及び配当金等収入は同9.2％増と過去最高を更新。利差益は同25.5％増加し、5年連続※過去最高を更新

◼ 高い収益性を確保すると同時に、連結ソルベンシー・マージン比率は前年度末比67.9ポイント上昇し1,215.3％、

連結ESR（内部モデル）も同13.7ポイント上昇し260.9％と、引き続き高い健全性を維持

１

◼ 富国生命の新契約年換算保険料は、一時払終身保険の販売好調により前年同期比12.0％増加。保有契約年換算 

保険料は前年度末比0.1％増と上半期として9年ぶりに増加

◼ 新契約高は、富国生命の一時払終身保険の販売好調に加えて、保障性商品の純新契約が増加したことなどから

前年同期比9.3％増加。富国生命とフコクしんらい生命の２社合算で同6.0％増と2年連続増加

◼ 2社合算の保有契約高は前年度末比0.1％増加。2008年度の開示以来、上半期として初めて反転増加

好調な保険業績、保有契約高は開示以来初めて反転増加

２

※ 2021年度以前は現行基準で算出



78

617

1,870

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

（億円）
73 84 

94 

92 

102 89 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

34 33 33 

187 184
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保険業績の状況 （１） 新契約

166

■富国生命
■フコクしんらい生命
■うち第三分野（２社合算）

（億円）

新契約年換算保険料 新契約高

5,965 
6,489 

7,092 
1,598 

1,814 
1,709 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

7,564

■富国生命
■フコクしんらい生命

（億円）

8,304
8,801

◼ 富国生命の新契約年換算保険料は、
4月より販売を再開した一時払終身
保険の販売好調により、前年同期比
12.0％増加

◼ 新契約高は、同6.0％増と2年連続増加。
富国生命では、一時払終身保険の販売
好 調 に 加 え 、 保 障 性 商 品 「 未 来 の
とびら」の純新契約も増加

◼ 2社合算の解約失効高は同7.7％改善、
特に富国生命の改善幅は9.3％

前年同期比

6.0%
増加

解約失効年換算保険料 解約失効高

58 62 
55 

9 13 16 

67
75 72

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

（億円） ■富国生命
■フコクしんらい生命

5,719 5,729 
5,194 

241 319 
385 

5,961 6,048 
5,580 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

（億円） ■富国生命
■フコクしんらい生命

1,182 
1,955 

2,080 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

（件）

◼ 貯蓄性商品にご加入後、
 保障性商品にご加入いただいた件数※1

前年同期比

6.4%
増加

◼ 営業純増額※1 
（新契約高

※2
-解約・失効高）

前年同期比

3倍

前年同期比

9.3%
改善

前年同期比

4.2%
改善

前年同期比

12.0%
増加

前年同期比

7.7%
改善

※1 富国生命単体 ※2 更新を含む

＊個人保険と個人年金保険の合計



1,077
975

978

127 114 

1,077 1,102 1,092 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

1,479 1,458
1,888

1,137 1,088
987

1,414 1,508 
1,279 

4,047 4,070 4,170

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期
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保険業績の状況 （２） 保有契約・保険料等収入、金融機関窓販

3,648 3,601 3,603 

1,787 1,644 1,623 

5,436 5,245 5,227 

2023年度末 2024年度末 2025年度

上半期末

1,187 1,191 1,196 

（億円）

保有契約年換算保険料

■富国生命 ■フコクしんらい生命
■うち第三分野（２社合算）

◼ 富国生命の保有契約年換算保険料は、
前年度末比0.1％増と上半期として9年
ぶりに反転増加

◼ 第三分野の保有契約年換算保険料は、
同0.4％増加。2003年度の開示以来
プラス伸展を継続

◼ 保有契約高は同0.1％増加。2008年度
の開示以来、上半期として初めて増加

前年度末比

0.4%
増加

237,583 233,117 232,593 

23,325 24,822 25,566 

260,909 257,939 258,159 

2023年度末 2024年度末 2025年度

上半期末

（億円）

保有契約高

■富国生命 ■フコクしんらい生命

保険料等収入 金融機関による貯蓄性商品の

販売実績（フコクしんらい生命）

（億円） ■利率更改型一時払終身保険
■利率固定型一時払終身保険

◼ 保険料等収入は、前年同期比2.5％増加

◼ 富国生命の一時払終身保険の販売が
好調

◼ フコクしんらい生命での信用金庫を
中心とした金融機関による貯蓄性商品

の販売実績は、概ね横ばいで推移

（億円） ■個人保険分野 ■団体保険分野
■フコクしんらい生命

前年同期比

2.5%
増加

前年度末比

0.1%
増加

前年度末比

0.1%
増加

＊個人保険と個人年金保険の合計



6.4% 4.2% 7.0%

51.9% 51.8%
55.6%

0.0% 0.0%

0.0%
18.6% 19.2%

12.4%

6.1% 6.7% 6.8%

2.5% 2.7% 2.6%
6.5% 7.0% 7.4%

3.7% 3.9% 3.8%

2023年度末 2024年度末 2025年度上半期末

その他
不動産

オープン外債

円貨建公社債等

ヘッジ付外債

外国株式等

株式
その他の証券

現預金・

コールローン

（貸付金を含む）

＋ 469

▲ 4,379

＋ 4,604

内外の株式等
（オルタナティブ資産を含む）

オープン外債

円貨建公社債

（前年度末比、億円）
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資産運用の状況 （１） 資産配分等 （富国生命単体）

主な運用資産の帳簿価額残高の増減額 一般勘定資産の資産構成比（帳簿価額ベース）

◼ 国内の超長期金利が大きく上昇したことを踏まえ、利回りがそれを下回るもしくは同水準の外貨建公社債を売却しつつ、超長期国債
を大幅に積増し。加えて、円貨建公社債ポートフォリオにおいて、収益性向上のための銘柄入替を実施。こうした取組みにより、中核的
な収益力の強化を図りながら、ALMを推進

◼ インフレが定着するなか、中長期的に収益性の向上が見込める株式や、既存資産とのリターンの相関が低いオルタナティブ資産などを
積増し。強固な自己資本を裏付けとしたリスク・テイクにより、さらなる収益性の向上を追求

内外の公社債ポートフォリオの入替状況

（2025年度上半期末）
ALMの状況（デュレーションの推移）

簿価 利回り 残存期間 売却損益

売却 ▲2,105 1.1% 21.7年 ▲582

購入 6,316 3.3% 28.9年 -

売却 ▲4,535 3.4% 7.6年 425

購入 770 5.3% 15.1年 -

※利回り向上を目的に売買を実施したものを集計

 　利回りおよび残存期間はそれぞれ加重平均利回りと加重平均残存期間

※外債の利回りは為替（9月末時点のTTM）を考慮した実質利回り

（億円）

円貨建公社債

オープン外債



▲ 89
▲ 1,498 ▲ 2,380

1,534 908
219

5,815
5,162 6,885

1,748

1,855

2,520

501

428

495

1,762 1,875 1,890

9,510

6,856

7,739

その他の証券

外国株式等

株式

外国公社債

公社債

（億円）

不動産

2023年度末 2024年度末 2025年度上半期末 Fukoku Mutual Life Insurance Company © All Rights Reserved 2025 9

資産運用の状況 （２） 基礎利益上の運用収支等（富国生命単体）

利息及び配当金等収入・利差益の状況

有価証券・不動産の含み損益

※ 帳簿価額残高3兆3,758億円に対し、含み損2,380億円にとどまる

◼ 有価証券の含み益は、前年度末比12.9％増加の7,739億円

✓ 公社債の含み損は、国内の金利上昇により増加したものの、
超低金利環境下での国債への投資を控えてきたことから
限定的※

✓ 内外の株式及び株式ファンドの含み益は、株価上昇により
増加

◼ 不動産の含み益は、前年度末同水準の1,890億円

◼ 利息及び配当金等収入は、前年同期比9.2％増加。円貨建

公社債利息の割合が増えるなど、安定した利益構造を構築

主な増加要因

✓ 超長期国債の積増しや、収益性向上のための銘柄入替に
よる円貨建公社債利息の増加

✓ 株式の増配及び株式ファンドの分配金の増加

◼ その結果、基礎利益上の運用収支等の利回り（年換算後）は
3.13％まで上昇し、利差益は同25.5％増加の426億円

前年同期比

25.5%
増加

前年度末比

12.9%
増加

前年同期比

9.2%
増加

253 264 
353 

101 120 

148 98 
103 

109 229 
282 

227 35 

41 

43 

33 

41 

51 

37 

45 

45 

789 

902 

985 

0

0

0

1

1

1

1

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

円貨建公社債等
（貸付金を含む）

株式

不動産

外貨建公社債

外国株式
その他の証券

現預金・その他

その他の外国証券

（億円）
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基礎利益、自己資本の状況

基礎利益（富国生命、フコクしんらい生命合算）

（億円）

◼ 基礎利益は前年同期比8.6％減少。
貯蓄性商品の販売好調により、標準

責任準備金積立負担が94億円増加
したことが主な要因

◼ 標準責任準備金積立負担を除いた基礎
利益は、同9.2％増の621億円と過去
最高を更新

◼ 円貨建公社債の利息や株式の増配など
による富国生命の利差益の増加が、
全体を押上げ

◼ 有価証券や土地の含み益に頼らない
オンバランスの自己資本を重視し、市場
動向に左右されない健全性を追求

◼ 9 月 に 米 ド ル 建 劣 後 債 7 億 米 ド ル
（1,032億円）を発行。高い健全性と

収益力が評価され、発行スプレッドは
本邦保険会社の米ドル建劣後債として
過去最低を更新

◼ 自己資本比率は、14.9％と引き続き
業界最高水準

標準責任準備金積立負担を
除いた基礎利益

（億円）

7,900 8,155 8,237 

2,792 2,752 3,164 

10,693 10,908 11,402 

14.0%
14.9% 14.9%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2023年度末 2024年度末 2025年度

上半期末

（億円）

自己資本の内訳および自己資本比率

（富国生命単体） 

■内部留保 ■外部調達 ● 自己資本比率

前年同期比

9.2％増

471

569
621

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

■保険関係損益（除く標準責任準備金積立負担）

■標準責任準備金積立負担

■利差益

237 193 149 

234 375 471 

▲46 ▲73 
▲168 

425 
495 

452 

2023年度

上半期

2024年度

上半期

2025年度

上半期

438 516 551

■2社合算

■富国生命



6,416 6,639 6,781 

2,873 2,828 3,243 

14,026 
12,329 

14,277 

23,315 
21,797 

24,302 

258.2%
247.2%

260.9%

40.0%

90.0%

140.0%

190.0%

240.0%

290.0%

0

10,000

20,000

30,000

2023年度末 2024年度末 2025年度

上半期末

9,030 8,815 9,313 

23,818 22,614 
25,012 

4,004 3,941 4,115 

1,189.7% 1,147.4% 1,215.3%

2023年度末 2024年度末 2025年度

上半期末
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健全性の状況

（億円）
◼ 連結ソルベンシー・マージン比率は、前年度

末比67.9ポイント上昇し1,215.3％

◼ 米 ド ル 建 劣 後 債 の 再 調 達 に と も な う
マージン総額の増加や、オープン外債の
売却にともなうリスクの減少などにより
上昇し、引き続き高い水準を維持

◼ 連結ＥＳＲは、前年度末比13.7ポイント
上昇し260.9％

◼ オンバランスの自己資本（内部留保+外部
調達）は、リスクの合計額を上回り引き
続き高い水準を維持

連結ソルベンシー・マージン比率

■ソルベンシー・マージン総額 ■リスクの合計額   ソルベンシー・マージン比率

【ご参考】 連結経済価値ベースのソルベンシー比率（ＥＳＲ）

（億円） ■将来利益現価、

 有価証券含み損益等

■外部調達

■内部留保（税引後）

■リスクの合計額

●ＥＳＲ

・ＥＳＲとは、経済価値ベースの自己資本のリスク（信頼水準99.5％、税効果反映後)に対する比率である。当社では、同指標の経営への活用に

おいて先行している欧州の手法に準拠したものを、統合的リスク管理（ＥＲＭ）に用いている

・2025年度上半期末（速報値）は、保険負債やリスクの一部について簡便法を用いて計算している

9,468 10,0249,289

（速報値）
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【ご参考】標準責任準備金の積立てによる基礎利益への影響

【標準責任準備金の積立てによる基礎利益への影響（イメージ図）】

・・・・

経過年数→

取崩し額の累計

↑

基礎利益
増加

基礎利益
減少
↓

標準責任準備金の
積立負担額

＝

標準責任準備金の積立てにより、一時的に保険関係損益が減少

積立負担額は保険期間を通じて全額取り崩され、予定利息
の軽減により翌年度以降の利差益が増加

◼ 個人年金「みらいプラス」は、2024年4月より標準利率（0.25％）を上回る予定利率（1.15％、1.35％）※を設定しているため、標準責任

準備金の積立負担が生じる

◼ 標準責任準備金の積立負担は一時的に基礎利益の減少をもたらすものの、保険期間を通じて全額取り崩され、予定利息の軽減により

翌年度以降の利差益の増加に貢献する

※1.15％：年金開始までの年数が 25 年未満、1.35％：年金開始までの年数が 25 年以上
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【ご参考】 主要業績（２社合算、富国生命、フコクしんらい生命）

(億円)

2023年度上半期

増減率/pt 増減率/pt

166 187 12.6% 184 ▲ 1.5%

 富国生命 73 84 14.3% 94 12.0%

 フコクしんらい生命 92 102 11.3% 89 ▲ 12.7%

7,564 8,304 9.8% 8,801 6.0%

 富国生命 5,965 6,489 8.8% 7,092 9.3%

 フコクしんらい生命 1,598 1,814 13.5% 1,709 ▲ 5.8%

4,047 4,070 0.6% 4,170 2.5%

 富国生命 2,633 2,561 ▲ 2.7% 2,891 12.9%

 フコクしんらい生命 1,414 1,508 6.6% 1,279 ▲ 15.1%

425 495 16.3% 452 ▲ 8.6%

 富国生命 397 447 12.6% 388 ▲ 13.2%

 保険関係損益 188 107 ▲ 43.1% ▲ 38 ー

 利差 208 340 62.9% 426 25.5%

 フコクしんらい生命 28 47 67.8% 64 34.8%

2023年度末

増減率/pt 増減率/pt

5,436 5,245 ▲ 3.5% 5,227 ▲ 0.3%

 富国生命 3,648 3,601 ▲ 1.3% 3,603 0.1%

 フコクしんらい生命 1,787 1,644 ▲ 8.0% 1,623 ▲ 1.2%

260,909 257,939 ▲ 1.1% 258,159 0.1%

 富国生命 237,583 233,117 ▲ 1.9% 232,593 ▲ 0.2%

 フコクしんらい生命 23,325 24,822 6.4% 25,566 3.0%

 連結ソルベンシー・マージン比率 1,189.7% 1,147.4% ▲ 42.3pt 1,215.3% + 67.9pt

 富国生命 1,147.0% 1,108.0% ▲ 39.0pt 1,182.8% + 74.8pt

 フコクしんらい生命 996.5% 901.0% ▲ 95.5pt 892.2% ▲ 8.8pt

 保有契約年換算保険料（※）

 保有契約高（※）

2025年度上半期末2024年度末

 新契約年換算保険料（※）

 保険料等収入

 新契約高（※）

 基礎利益

2024年度上半期 2025年度上半期

※ 個人保険と個人年金保険の合計
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【ご参考】 ２０２５年度業績見通し

2024年度
2025年度見通し

前回※1 今回

２社合算 7,721 横ばい 横ばい

富国生命 4,871 増加 増加

フコク
しんらい生命

2,849 減少 減少

保険料等収入

◼保険料等収入は、富国生命で4月に販売再開した一時払終身保険により増加を見込むものの、フコクしんらい生命で
減少する見通しのため、横ばい

◼標準責任準備金積立負担を除いた基礎利益は、好調な業績を背景に2社合算、富国生命で2024年度決算報告時から
上方修正

（億円）

2024年度
2025年度見通し

前回※1 今回

２社合算 1,310 減少 増加

富国生命 1,198 減少 増加

フコク
しんらい生命

112 横ばい 横ばい

基礎利益※2

（億円）

※1 2024年度決算報告時
※2 標準責任準備金積立負担を除く
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